
日
本
古
武
道
協
会
設
立

日
本
古
武
道
協
会
設
立
4545
周
年
記
念
　
第

周
年
記
念
　
第
4747
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会

回
日
本
古
武
道
演
武
大
会

円心流居合据物斬剣法円心流居合据物斬剣法
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小
雨
降
る
寒
空
の
下
、
熱
心
な
古
武
道

　

小
雨
降
る
寒
空
の
下
、
熱
心
な
古
武
道

愛
好
者
や
出
場
流
派
関
係
者
、
海
外
の
武

愛
好
者
や
出
場
流
派
関
係
者
、
海
外
の
武

道
フ
ァ
ン
な
ど
が
続
々
と
会
場
を
訪
れ
、

道
フ
ァ
ン
な
ど
が
続
々
と
会
場
を
訪
れ
、

日
本
古
武
道
演
武
大
会
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の

日
本
古
武
道
演
武
大
会
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の

に
ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
。

に
ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

午
前

　

午
前
1010
時時
3030
分
、
片
岡
正
徳
日
本
武
道

分
、
片
岡
正
徳
日
本
武
道

館
事
務
次
長
の
開
会
宣
言
で
大
会
は
幕
を

館
事
務
次
長
の
開
会
宣
言
で
大
会
は
幕
を

開
け
た
。
国
歌
斉
唱
の
後
、
高
村
正
彦
日

開
け
た
。
国
歌
斉
唱
の
後
、
高
村
正
彦
日

本
武
道
館
会
長
・
日
本
古
武
道
協
会
会
長

本
武
道
館
会
長
・
日
本
古
武
道
協
会
会
長

が
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。

が
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
日
本
の
古
武
道
は
、
現
代
武
道
の
源
流

「
日
本
の
古
武
道
は
、
現
代
武
道
の
源
流

を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
演
武
者
の
皆

を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
演
武
者
の
皆

様
方
が
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派

様
方
が
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派

の
保
存
・
継
承
・
発
展
の
た
め
に
日
夜
ご

の
保
存
・
継
承
・
発
展
の
た
め
に
日
夜
ご

努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
古
武
道
協
会
設
立
45
周
年
記
念

第
47
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
が
２
月

４
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
の
入
場
制
限
な
ど

を
設
け
な
い
開
催
方
法
で
実
施
さ
れ
、

会
場
に
は
１
５
０
０
名
以
上
の
観
客
が

詰
め
か
け
た
。

　

大
会
に
は
、
日
本
各
地
に
根
差
し
た

古
武
道
流
派
35
団
体
が
出
場
し
、
連
綿

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
技
を
存

分
に
披
露
し
た
。

35 流派が演武35 流派が演武
伝統の技で節目の年を祝う伝統の技で節目の年を祝う

日本古武道協会設立 45周年記念
第 47回日本古武道演武大会
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令
和
の
時
代
は
、
温
故
知
新
の
こ
と
わ

　

令
和
の
時
代
は
、
温
故
知
新
の
こ
と
わ

ざ
の
通
り
、
古
武
道
が
、
ま
す
ま
す
日
本

ざ
の
通
り
、
古
武
道
が
、
ま
す
ま
す
日
本

の
誇
る
べ
き
伝
統
文
化
と
し
て
広
く
国
民

の
誇
る
べ
き
伝
統
文
化
と
し
て
広
く
国
民

に
注
目
さ
れ
、
評
価
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る

に
注
目
さ
れ
、
評
価
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る

時
代
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

時
代
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

続
け
て
、
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事

　

続
け
て
、
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事

長
・
日
本
古
武
道
協
会
理
事
長
が
大
会
委

長
・
日
本
古
武
道
協
会
理
事
長
が
大
会
委

員
長
挨
拶
を
述
べ
た
。

員
長
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
本
日
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
多
く

「
本
日
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
多
く

の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、
ま
た
、
例
年
通

の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、
ま
た
、
例
年
通

りり
3535
流
派
の
出
場
が

流
派
の
出
場
が
叶叶か
な
か
な

い
、
大
会
を
開
催

い
、
大
会
を
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
た
く
思

で
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

演
武
者
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
鍛

　

演
武
者
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
鍛

錬
さ
れ
て
い
る
古
武
道
の
技
と
心
を
遺
憾

錬
さ
れ
て
い
る
古
武
道
の
技
と
心
を
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
、
会
場
に
お
越
し
の
皆
様

な
く
発
揮
さ
れ
、
会
場
に
お
越
し
の
皆
様

方
に
、そ
し
て
、ネ
ッ
ト
配
信
を
通
し
て
、

方
に
、そ
し
て
、ネ
ッ
ト
配
信
を
通
し
て
、

日
本
は
も
と
よ
り
世
界
で
古
武
道
の
神
髄

日
本
は
も
と
よ
り
世
界
で
古
武
道
の
神
髄

を
ご
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
期
待

を
ご
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
」

し
て
お
り
ま
す
」

　

開
会
式
に
続
い
て
、
古
武
道
功
労
者
表

　

開
会
式
に
続
い
て
、
古
武
道
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
令
和
５
年
度
は
、

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
令
和
５
年
度
は
、
長長な
が
な
が

沼沼ぬ
ま
ぬ
ま

悟悟の
り
の
り

詮詮あ
き
あ
き

・
溝
口
派
一
刀
流
剣
術
代
表
、

・
溝
口
派
一
刀
流
剣
術
代
表
、
増増ま
す
ま
す

本本も
と
も
と

孝孝た
か
た
か

和和か
ず
か
ず

・
円
心
流
居
合

・
円
心
流
居
合
据据す
え
す
え

物物も
の
も
の

斬斬ぎ
り
ぎ
り

剣
法
五
世

剣
法
五
世

宗
家
の
２
名
が
受
章
し
、
表
彰
式
で
は
高

宗
家
の
２
名
が
受
章
し
、
表
彰
式
で
は
高

村
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

村
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

※※
128128
〜〜
129129
ペ
ー
ジ
に
古
武
道
功
労
章
受
章

ペ
ー
ジ
に
古
武
道
功
労
章
受
章

者
の
喜
び
の
声
を
掲
載
。

者
の
喜
び
の
声
を
掲
載
。

高村正彦高村正彦
日本武道館会長、日本古武道協会会長日本武道館会長、日本古武道協会会長

川端達夫川端達夫
日本武道館理事長、日本古武道協会理事長日本武道館理事長、日本古武道協会理事長

内田康介内田康介
日本古武道協会理事・事務局長日本古武道協会理事・事務局長

（左から）増本孝和五世宗家、高村正彦会長、長沼悟詮代表（左から）増本孝和五世宗家、高村正彦会長、長沼悟詮代表
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演
武
（
第
一
部
）

演
武
（
第
一
部
）

　

演
武
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
各
流
派

　

演
武
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
各
流
派

は
８
分
の
持
ち
時
間
の
中
で
演
武
を
披
露

は
８
分
の
持
ち
時
間
の
中
で
演
武
を
披
露

し
た
。

し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
演
武
始
め
と
し
て
、
令

　

第
一
部
で
は
、
演
武
始
め
と
し
て
、
令

和
５
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
を
受
け
た
小

和
５
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
を
受
け
た
小

笠
原
流
弓
馬
術
に
よ
る

笠
原
流
弓
馬
術
に
よ
る
百百もも

々々もも

手手てて

式
が
披
露

式
が
披
露

さ
れ
た
。
こ
の
儀
式
は
、
祈
願
・
請
願
に

さ
れ
た
。
こ
の
儀
式
は
、
祈
願
・
請
願
に

際
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
古
武
道
協
会

際
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
古
武
道
協
会

設
立
設
立
4545
周
年
を
祝
い
、
同
協
会
の
ま
す
ま

周
年
を
祝
い
、
同
協
会
の
ま
す
ま

す
の
隆
盛
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

す
の
隆
盛
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
早
期
終
息
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
。

の
早
期
終
息
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
古
武
道
功
労
章
を
受
章
し
た

　

続
い
て
、
古
武
道
功
労
章
を
受
章
し
た

長
沼
氏
が
代
表
を
務
め
る
溝
口
派
一
刀
流

長
沼
氏
が
代
表
を
務
め
る
溝
口
派
一
刀
流

剣
術
の
演
武
が
行
わ
れ
た
。
長
沼
氏
の

剣
術
の
演
武
が
行
わ
れ
た
。
長
沼
氏
の
袈袈けけ

裟裟ささ

斬
り
が

斬
り
が
淀淀よ
ど
よ
ど

み
な
く
繰
り
出
さ
れ
、
そ
の

み
な
く
繰
り
出
さ
れ
、
そ
の

優
美
な
動
き
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
た
。

優
美
な
動
き
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
た
。

　　

1919
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
野
太
刀
自

年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
野
太
刀
自

顕
流
剣
術
は
、

顕
流
剣
術
は
、
紐紐ひ
も
ひ
も

でで
括括く
く
く
く

ら
れ
た
枝
を
木
刀

ら
れ
た
枝
を
木
刀

で
連
打
す
る
「
続
け
打
ち
」
を
披
露
。
木

で
連
打
す
る
「
続
け
打
ち
」
を
披
露
。
木

刀
を
振
る
演
武
者
の
顔
が
み
る
み
る
紅
潮

刀
を
振
る
演
武
者
の
顔
が
み
る
み
る
紅
潮

す
る
様
子
か
ら
、
鬼
気
迫
る
気
合
が
会
場

す
る
様
子
か
ら
、
鬼
気
迫
る
気
合
が
会
場

中
に
伝
わ
っ
た
。

中
に
伝
わ
っ
た
。

　

第
一
部
最
後
の
演
武
は
、
根
岸
流
手
裏

　

第
一
部
最
後
の
演
武
は
、
根
岸
流
手
裏

剣
術
。
演
武
者
の
手
中
か
ら
鋭
く
放
た
れ

剣
術
。
演
武
者
の
手
中
か
ら
鋭
く
放
た
れ

た
手
裏
剣
が
、
畳
に
勢
い
よ
く
突
き
刺
さ

た
手
裏
剣
が
、
畳
に
勢
い
よ
く
突
き
刺
さ

る
と
、
観
客
は
感
嘆
の
声
を
あ
げ
た
。

る
と
、
観
客
は
感
嘆
の
声
を
あ
げ
た
。

澁川一流柔術澁川一流柔術

竹生島流棒術竹生島流棒術

溝口派一刀流剣術溝口派一刀流剣術

兵法二天一流剣術兵法二天一流剣術

心技体 人を育てる総合誌
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佐分利流槍術佐分利流槍術関口新心流柔術関口新心流柔術

沖縄剛柔流武術沖縄剛柔流武術

天真正伝香取神道流剣術天真正伝香取神道流剣術 野太刀自顕流剣術野太刀自顕流剣術

根岸流手裏剣術根岸流手裏剣術

古古い
に
し
え

い
に
し
え

よ
り
伝
わ
る

よ
り
伝
わ
る

奥
義
を
披
露

奥
義
を
披
露
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小笠原流弓馬術小笠原流弓馬術

鞍馬流剣術鞍馬流剣術竹内流柔術　腰廻小具足竹内流柔術　腰廻小具足

心形刀流剣術心形刀流剣術肥後古流長刀肥後古流長刀
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諸賞流和諸賞流和

示現流兵法剣術示現流兵法剣術

初實剣理方一流甲冑抜刀術初實剣理方一流甲冑抜刀術

演
武
者
名
簿
（
第
一
部
）

演
武
者
名
簿
（
第
一
部
）

▼
小
笠
原
流
弓
馬
術

小
笠
原
清
忠
、
小
笠
原
清
基
、
松
本
和

正
、
田
丸
達
夫
、
佐
藤
昌
二
、
玉
川
智
、

飯
島
陽
一
、
安
達
歩
、
宇
田
川
照
子
、

星
野
真
理
子
、
鎌
形
雅
子

▼
溝
口
派
一
刀
流
剣
術

長
沼
悟
詮
、
星
充

▼
澁
川
一
流
柔
術

森
本
邦
生
、
内
住
信
之
、
堂
元
慎
介
、

鈴
木
厚
史
、
松
田
淳
至
、
鈴
木
亨
昇
、

原
田
淑
子

▼
兵
法
二
天
一
流
剣
術

加
治
屋
孝
則
、
月
森
慎
悟
、
磯
部
健
一

▼
竹
生
島
流
棒
術

松
浦
寛
澄
、
松
浦
利
英
、
橋
口
秀
雄
、

栗
山
晃
、
迎
俊
明
、
岩
永
雅
彦
、
石
川

裕
章
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ラ
イ
ン
ハ
ー
ト

▼
野
太
刀
自
顕
流
剣
術

松
尾
壽
也
、
伊
東
丞
士
、
柚
木
盛
吾
、

秋
窪
大
、
川
上
久
志

▼
沖
縄
剛
柔
流
武
術

東
恩
納
盛
男
、上
原
米
和
、蔵
元
雅
一
、

米
里
吉
則

▼
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術

荒
野
祥
司
、
成
毛
弘
、
櫻
井
俊
也

▼
佐
分
利
流
槍
術

川
瀬
一
道
、
前
原
一
教
、
北
村
賢
一

▼
関
口
新
心
流
柔
術

関
口
芳
夫
、
山
中
聡
、
関
口
正
太
郎
、

北
口
隆
、
福
岡
雅
己
、
関
口
一
之
心

▼
心
形
刀
流
剣
術

小
林
強
、
加
藤
尚
大
、
原
謙
一
、
今
西

貴
久
、
伊
東
大
輔
、
野
仲
治
行
、
振
角

卓
哉

▼
肥
後
古
流
長
刀

平
田
眞
由
美
、廣
田
直
人
、島
永
陸
夫
、

坂
口
貴
子
、
上
田
シ
ズ
子
、
松
村
好
幸

▼
鞍
馬
流
剣
術

柴
田
章
雄
、
渡
辺
良
雄
、
𠮷
田
欀欀
覚
、

松
井
康
一

▼
竹
内
流
柔
術
　
腰
廻
小
具
足

竹
内
秀
将
、
竹
内
勢
至
、
竹
内
智
隆

▼
初
實
剣
理
方
一
流
甲
冑
抜
刀
術

神
崎
勝
、
坂
本
圭
、
神
崎
勝
馬
、
山
本

寿
之

▼
示
現
流
兵
法
剣
術

東
郷
重
賢
、
坂
口
俊
太
郎
、
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
、
高
橋
幸

司
、
藤
村
亨
、
築
地
克
秀
、
徳
永
重
臣
、

デ
ュ
ル
ソ
ア
ン
リ
、
松
窪
光
裕
、
白
坂

耕
一
、
有
村
博
康

▼
諸
賞
流
和

高
橋
厚
吉
、
熊
谷
弘
志
、
佐
藤
智
之
、

山
本
忠
博
、
主
濱
泰
晴
、
宮
原
博
光
、

大
坪
聖
子

▼
根
岸
流
手
裏
剣
術

早
坂
義
文
、
池
永
泰
雄
、
バ
ー
バ
ー
出

人
、
譜
久
原
朝
彰
、
渡
辺
浩
、
伊
藤
貴

徳
、
土
田
和
行
、
小
國
英
智
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演
武
（
第
二
部
）

演
武
（
第
二
部
）

　

第
二
部
は
、
円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法

　

第
二
部
は
、
円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法

の
演
武
で
開
始
し
た
。
演
武
の
最
後
に
は

の
演
武
で
開
始
し
た
。
演
武
の
最
後
に
は

演
武
者
全
員
で
の
「
据
物
斬
」
を
行
い
、

演
武
者
全
員
で
の
「
据
物
斬
」
を
行
い
、

竹
や
竹
や
巻巻ま
き
ま
き

藁藁わ
ら
わ
ら

を
見
事
に
一
刀
両
断
し
た
。

を
見
事
に
一
刀
両
断
し
た
。

　

風
傳
流
槍
術
の
演
武
で
は
、
一
杖
二
尺

　

風
傳
流
槍
術
の
演
武
で
は
、
一
杖
二
尺

（
約
３
・

（
約
３
・
6363
ｍ
）・
十
六
角
の

ｍ
）・
十
六
角
の
素素すす

槍槍や
り
や
り

を
用
い

を
用
い

た
形
が
披
露
さ
れ
た
。
演
武
者
の
身
長
を

た
形
が
披
露
さ
れ
た
。
演
武
者
の
身
長
を

優
に
超
え
る
長
物
に
よ
る
妙
技
に
、
観
客

優
に
超
え
る
長
物
に
よ
る
妙
技
に
、
観
客

は
息
を

は
息
を
呑呑のの

ん
だ
。

ん
だ
。

　

演
武
納
め
は
森
重
流
砲
術
が
務
め
た
。

　

演
武
納
め
は
森
重
流
砲
術
が
務
め
た
。

初
め
に
青
木
孝
代
表
師
範
が
神
前
、
貴
人

初
め
に
青
木
孝
代
表
師
範
が
神
前
、
貴
人

の
前
な
ど
で
行
う
礼
射
「

の
前
な
ど
で
行
う
礼
射
「
居居い
は
な
し

い
は
な
し放放
」
の
演
武

」
の
演
武

を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で

を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
静静せ
い
せ
い

謐謐ひ
つ
ひ
つ

な
空
気
が
満

な
空
気
が
満

ち
て
い
た
大
道
場
に
、
突
如
発
砲
音
が
響

ち
て
い
た
大
道
場
に
、
突
如
発
砲
音
が
響

き
渡
る
と
、
会
場
か
ら
ど
よ
め
き
が
起
こ

き
渡
る
と
、
会
場
か
ら
ど
よ
め
き
が
起
こ

っ
た
。
そ
の
後
、
青
木
代
表
師
範
の
号
令

っ
た
。
そ
の
後
、
青
木
代
表
師
範
の
号
令

に
合
わ
せ
て
、
演
武
者
全
員
が
防
御
射
撃

に
合
わ
せ
て
、
演
武
者
全
員
が
防
御
射
撃

を
行
う
「

を
行
う
「
備備
そ
な
え

そ
な
え

打打う
ち
う
ち

」
を
行
い
、
演
武
を
締
め

」
を
行
い
、
演
武
を
締
め

括
っ
た
。

括
っ
た
。

　

最
後
に
、
内
田
康
介
日
本
古
武
道
協
会

　

最
後
に
、
内
田
康
介
日
本
古
武
道
協
会

理
事
・
事
務
局
長
が
閉
会
を
宣
言
し
、
大

理
事
・
事
務
局
長
が
閉
会
を
宣
言
し
、
大

会
が
終
了
し
た
。

会
が
終
了
し
た
。

楊心流薙刀術楊心流薙刀術

伯耆流居合術伯耆流居合術

柳生心眼流甲冑兵法柳生心眼流甲冑兵法 大東流合気柔術大東流合気柔術
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琉球王家秘伝本部御殿手琉球王家秘伝本部御殿手天神真楊流柔術天神真楊流柔術田宮流居合術田宮流居合術

無比無敵流杖術無比無敵流杖術北辰一刀流剣術北辰一刀流剣術

柳生新陰流兵法剣術柳生新陰流兵法剣術氣樂流柔術氣樂流柔術
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天然理心流剣術天然理心流剣術

荒木流拳法荒木流拳法

森重流砲術森重流砲術

風傳流槍術風傳流槍術

本體楊心流柔術本體楊心流柔術
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演
武
者
名
簿
（
第
二
部
）

演
武
者
名
簿
（
第
二
部
）

▼
円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法

高
槻
幸
雄
、梅
田
こ
ず
え
、徳
山
和
彦
、

山
村
行
仁
、
川
岸
正
三
郎
、
松
田
純
、

北
野
光
一
、
桐
山
衣
代

▼
楊
心
流
薙
刀
術

小
山
宜
子
、
内
藤
真
由
美
、
賀
谷
純
、

竹
内
梨
奈
、
川
原
陽
子
、
和
泉
実
悠
、

髙
田
の
ぞ
み

▼
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

柳
生
耕
一
厳
信
、
柴
田
幸
芳
、
鈴
木
泰

充
、
寺
田
裕
昭
、
星
川
宣
禎
、
高
山
潤

一
▼
伯
耆
流
居
合
術

大
窪
敏
明
、原
田
欣
和
、井
上
優
一
郎
、

大
田
光
俊
、
河
野
清
弘

▼
氣
樂
流
柔
術

飯
嶌
雅
史
、
飯
嶌
幸
、
川
島
輝
之
、
反

町
明
大
、
大
塚
良
太
郎
、
船
田
清

▼
柳
生
心
眼
流
甲
冑
兵
法

星
國
雄
、
古
澤
伸
一
、
浅
野
篤
、
小
原

良
太
、
伊
藤
正
人

▼
本
體
楊
心
流
柔
術

井
上
恭
一
宗
教
、原
賀
洋
、井
上
大
豪
、

入
江
哲
史
、
大
賀
唯
至
、
西
村
博
史

▼
琉
球
王
家
秘
伝
本
部
御
殿
手

本
部
朝
行
、
新
崎
文
子
、
本
部
直
樹
、

片
山
修
、
勝
沼
悠
、
石
崎
順
二
、
鳥
海

真
、
本
部
朝
豊
、
髙
橋
健
一
郎
、
川
田

竜
也
、
竹
ノ
内
満
、
下
地
修
、
鶴
蒔
浩

太
郎

▼
無
比
無
敵
流
杖
術

根
本
憲
一
唯
之
、村
木
浩
治
、谷
啓
二
、

沢
幡
伸
男

▼
北
辰
一
刀
流
剣
術

髙
山
陽
好
、
上
田
忠
夫
、
田
中
栄
治
、

𠮷
田
信
二

▼
天
神
真
楊
流
柔
術

柴
田
孝
一
、
柴
田
俊
充
、
明
石
慶
太
、

松
浦
富
士
雄
、
鷲
尾
勉
、
有
沢
誠
、
古

田
喜
教
、
阿
部
岳
春
、
今
野
賢
太
、
中

村
丈
二
、
阿
部
智
恵
、
中
野
綾
香

▼
荒
木
流
拳
法

菊
池
京
一
、
西
川
二
郎
、
細
野
桂
一
、

鈴
木
荒
一
、
鈴
木
崇
史

▼
風
傳
流
槍
術

渡
邊
桂
一
、
妻
夫
木
亮

▼
大
東
流
合
気
柔
術

近
藤
昌
之
、
臼
山
秀
透
、
河
野
純
一
、

滝
口
太
士
、
味
岡
功
磨
、
藤
原
雅
樹
、

香
山
由
紀
子

▼
田
宮
流
居
合
術

妻
木
達
夫
、
小
野
信
義
、
石
川
定
、
清

水
新
也
、
吉
池
映
治
、
三
宅
文
正

▼
天
然
理
心
流
剣
術

平
井
正
人
、
時
田
由
紀
、
常
田
貞
行
、

小
林
恵
子
、
松
本
賢
司
、
須
田
英
宏
、

大
泉
雄
都

▼
森
重
流
砲
術

青
木
孝
、
角
替
進
、
片
山
直
巳
、
石
井

和
己
、
市
川
恵
一
、
佐
野
翔
平
、
小
林

透
、
芦
川
正
彦
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ニュース　日本古武道協会設立 45周年記念式典・祝賀会

日
本
古
武
道
協
会
設
立
45
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

設
立
設
立
4545
周
年
を
祝
し
、

周
年
を
祝
し
、

古
武
道
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う

古
武
道
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う

　

標
記
の
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
２
月
３
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン

ト
（
東
京
・
飯
田
橋
）
で
開
催
さ
れ
た
。
記
念
式
典
に
は
、
来
賓
、
同
協
会
役
員
、

古
武
道
関
係
者
な
ど
200
名
以
上
が
参
加
し
た
。

　

日
本
古
武
道
協
会
は
昭
和

　

日
本
古
武
道
協
会
は
昭
和
5454
（
１
９
７

（
１
９
７

９
）
年
２
月

９
）
年
２
月
1717
日
、
古
武
道
を
我
が
国
固

日
、
古
武
道
を
我
が
国
固

有
の
文
化
財
と
し
て
保
存
、
振
興
す
る
こ

有
の
文
化
財
と
し
て
保
存
、
振
興
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
日
本
全
国
の
古
武
道
関
係

と
を
目
的
に
、
日
本
全
国
の
古
武
道
関
係

者
が
大
同
団
結
し
、
日
本
武
道
館
の
提
唱

者
が
大
同
団
結
し
、
日
本
武
道
館
の
提
唱

に
よ
っ
て
古
武
道
の
中
央
機
関
と
し
て
設

に
よ
っ
て
古
武
道
の
中
央
機
関
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。

立
さ
れ
た
。

　

記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
、
内
田
康
介
日

　

記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
、
内
田
康
介
日

本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務
局
長
が
開
会

本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務
局
長
が
開
会

を
宣
言
し
て
始
ま
っ
た
。
国
歌
斉
唱
の

を
宣
言
し
て
始
ま
っ
た
。
国
歌
斉
唱
の

後
、
高
村
正
彦
日
本
古
武
道
協
会
会
長
・

後
、
高
村
正
彦
日
本
古
武
道
協
会
会
長
・

日
本
武
道
館
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ

日
本
武
道
館
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ

た
。
た
。

「
現
在
、
古
武
道
は
国
内
は
も
と
よ
り
、

「
現
在
、
古
武
道
は
国
内
は
も
と
よ
り
、

海
外
に
お
い
て
も
愛
好
者
が
増
え
て
お

海
外
に
お
い
て
も
愛
好
者
が
増
え
て
お

り
、
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

り
、
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
令
和
２
年
度
に
天
真
正
伝
香
取
神

　

ま
た
令
和
２
年
度
に
天
真
正
伝
香
取
神

道
流
剣
術
、
令
和
５
年
度
に
小
笠
原
流
弓

道
流
剣
術
、
令
和
５
年
度
に
小
笠
原
流
弓

馬
術
が
、
我
が
国
の
文
化
の
振
興
に
貢
献

馬
術
が
、
我
が
国
の
文
化
の
振
興
に
貢
献

し
た
団
体
と
し
て
、
文
化
庁
長
官
表
彰
を

し
た
団
体
と
し
て
、
文
化
庁
長
官
表
彰
を

受
け
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と

受
け
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
古
武
道
の
さ
ら
な
る
保
存

　

こ
れ
か
ら
も
古
武
道
の
さ
ら
な
る
保
存

伝
承
の
た
め
、
各
流
派
の
皆
様
方
に
も
な

伝
承
の
た
め
、
各
流
派
の
皆
様
方
に
も
な

お
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ

お
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
古
武
道
が
広
く
国
内
外
に

る
と
と
も
に
、
古
武
道
が
広
く
国
内
外
に

正
し
く
理
解
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ
と

正
し
く
理
解
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
」

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
」

　

続
い
て
、
川
端
達
夫
日
本
古
武
道
協
会

　

続
い
て
、
川
端
達
夫
日
本
古
武
道
協
会

理
事
長
・
日
本
武
道
館
理
事
長
が
主
催
者

理
事
長
・
日
本
武
道
館
理
事
長
が
主
催
者

と
し
て
「
日
本
の
古
武
道
は
日
本
の
歴
史

と
し
て
「
日
本
の
古
武
道
は
日
本
の
歴
史

の
中
で
、
と
り
わ
け
精
神
の

の
中
で
、
と
り
わ
け
精
神
の
拠拠よよ

り
所
と
し

り
所
と
し

高村正彦会長の主催者挨拶高村正彦会長の主催者挨拶
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が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
今
日
ま
で
の
ご

が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
今
日
ま
で
の
ご

努
力
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」
と

努
力
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」
と

挨
拶
を
述
べ
た
。

挨
拶
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
山
谷
え
り
子

　

次
に
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
山
谷
え
り
子

参
議
院
議
員
・
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
が

参
議
院
議
員
・
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
が

「
古
武
道
は
千
数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
、

「
古
武
道
は
千
数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
、

武
道
の
源
流
で
あ
り
、
未
来
に
継
承
す
べ

武
道
の
源
流
で
あ
り
、
未
来
に
継
承
す
べ

き
尊
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

き
尊
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
を
務
め
る

　

私
は
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
を
務
め
る

中
で
、
古
武
道
の
価
値
を
重
要
視
し
て
お

中
で
、
古
武
道
の
価
値
を
重
要
視
し
て
お

り
、
文
化
財
保
護
法
に
し
っ
か
り
と
名
称

り
、
文
化
財
保
護
法
に
し
っ
か
り
と
名
称

を
明
記
し
、
古
武
道
を
文
化
財
と
す
る
べ

を
明
記
し
、
古
武
道
を
文
化
財
と
す
る
べ

く
、
日
々
務
め
て
お
り
ま
す
。
古
武
道
が

く
、
日
々
務
め
て
お
り
ま
す
。
古
武
道
が

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
発
展
し
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
発
展
し
、
5050
周
年
、

周
年
、

100100
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
」
と
述
べ
、
さ
ら
な
る
古
武
道
の

り
ま
す
」
と
述
べ
、
さ
ら
な
る
古
武
道
の

発
展
を
祈
念
し
た
。

発
展
を
祈
念
し
た
。

　

そ
の
後
、
壇
上
に

　

そ
の
後
、
壇
上
に
酒酒さ
か
さ
か

樽樽だ
る
だ
る

が
運
ば
れ
鏡
開

が
運
ば
れ
鏡
開

き
式
へ
と
移
っ
た
。
高
村
会
長
、
川
端
理

き
式
へ
と
移
っ
た
。
高
村
会
長
、
川
端
理

事
長
、
山
谷
議
員
の
３
名
が
、
掛
け
声
と

事
長
、
山
谷
議
員
の
３
名
が
、
掛
け
声
と

と
も
に

と
も
に
木木きき

槌槌づ
ち
づ
ち

で
勢
い
よ
く
酒
樽
を
抜
く

で
勢
い
よ
く
酒
樽
を
抜
く

と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
樽
酒
が
参
加
者
に
振
る
舞
わ

そ
の
後
、
樽
酒
が
参
加
者
に
振
る
舞
わ

れ
、
片
岡
正
徳
日
本
武
道
館
事
務
次
長
の

れ
、
片
岡
正
徳
日
本
武
道
館
事
務
次
長
の

発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
は
飲
食
を
楽
し
み
な
が
ら
流
派

　

参
加
者
は
飲
食
を
楽
し
み
な
が
ら
流
派

の
垣
根
を
越
え
て
歓
談
し
、

の
垣
根
を
越
え
て
歓
談
し
、
4545
年
の
時
に

年
の
時
に

想想お
も
お
も

い
を
い
を
馳馳はは

せ
た
。

せ
た
。

高村正彦 日本古武道協会会長高村正彦 日本古武道協会会長
日本武道館会長日本武道館会長

川端達夫 日本古武道協会理事長川端達夫 日本古武道協会理事長
日本武道館理事長日本武道館理事長

山谷えり子 参議院議員山谷えり子 参議院議員
武道議員連盟副会長武道議員連盟副会長

て
日
本
人
の
心
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を

て
日
本
人
の
心
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
、
制
約
が

染
症
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
、
制
約
が

あ
り
ま
し
た
。
各
流
派
の
皆
様
方
は
、
創

あ
り
ま
し
た
。
各
流
派
の
皆
様
方
は
、
創

意
工
夫
の
取
り
組
み
で
難
局
を
乗
り
切

意
工
夫
の
取
り
組
み
で
難
局
を
乗
り
切

り
、
本
格
的
に
活
動
再
開
を
迎
え
る
こ
と

り
、
本
格
的
に
活
動
再
開
を
迎
え
る
こ
と

高村正彦会長の主催者挨拶高村正彦会長の主催者挨拶鏡開き鏡開き



日
本
古
武
道
協
会
の
歩
み

日
本
古
武
道
協
会
の
歩
み

昭
和
53
年

（
１
９
７
８
）

２
月
19
日

第
１
回
全
日
本
古
武
道
演
武
大
会
を
日
本
武
道
館
で
開
催
。
46
流
派
が

出
場
。

日
本
自
転
車
振
興
会
か
ら
の
補
助
金
を
得
て
、古
武
道
の
保
存
映
画
「
日

本
の
古
武
道
」
10
流
派
を
作
成
。
以
降
、
10
年
間
で
88
作
品
が
完
成
。

昭
和
54
年

（
１
９
７
９
）

２
月
17
日

日
本
武
道
館
の
提
唱
に
よ
り
、
古
武
道
の
中
央
統
括
機
関
と
し
て
「
日

本
古
武
道
協
会
」
が
発
足
。

昭
和
57
年

（
１
９
８
２
）

３
月
24
～

31
日

フ
ラ
ン
ス
柔
道
・
武
道
連
盟
の
招
へ
い
に
よ
り
、
日
本
武
道
館
と
共
催

で
初
の
古
武
道
海
外
演
武
大
会
を
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
実
施
。
古
武
道

８
流
派
が
演
武
を
披
露
。

昭
和
59
年

（
１
９
８
４
）

５
月

こ
の
年
か
ら
平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
に
か
け
て
、
古
武
道
の
保
存
と

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
個
人
を
「
古
武
道
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
。

平
成
２
年

（
１
９
９
０
）

11
月
25
日

第
１
回
日
本
古
武
道
術
技
向
上
演
武
大
会
を
広
島
県
・
厳
島
神
社
で
主

催
。
古
武
道
15
流
派
が
出
場
。

平
成
12
年

（
２
０
０
０
）

12
月
25
日

月
刊
「
武
道
」
に
長
期
連
載
さ
れ
多
く
の
読
者
か
ら
好
評
を
得
た
『
日

本
の
古
武
道
』
を
刊
行
。

平
成
21
年

（
２
０
０
９
）

２
月
７
日

日
本
古
武
道
協
会
は
設
立
30
周
年
を
迎
え
、
来
賓
、
各
流
派
宗
家
な
ど

関
係
者
320
名
が
出
席
し
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

30
周
年
記
念
誌
『
日
本
古
武
道
協
会 

三
十
年
の
歩
み
』
を
刊
行
。

日
本
古
武
道
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。

平
成
22
年

（
２
０
１
０
）

８
月
、
10
月

平
成
22
年
度
の
地
方
青
少
年
武
道
錬
成
大
会
か
ら
古
武
道
模
範
演
武
披

露
会
を
行
う
。
以
降
、
現
在
ま
で
継
続
。

10
月
２
日
・

３
日

「
厳
島
神
社
奉
納
演
武
大
会
」
に
代
わ
り
、「
第
１
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日

本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
」
を
、
武
神
を
祀
る
茨
城
県
・
鹿
島
神
宮
に

て
開
催
。
本
事
業
は
毎
年
10
月
第
1
日
曜
日
に
継
続
実
施
し
て
い
る
。

平
成
23
年

（
２
０
１
１
）

２
月
６
日

新
た
に
「
古
武
道
功
労
者
表
彰
規
程
」
を
制
定
。
第
１
回
の
古
武
道
功

労
者
は
、
笹
森
建
美
小
野
派
一
刀
流
剣
術
第
十
七
代
宗
家
、
竹
内
藤
十

郎
竹
内
流
柔
術
腰
廻
小
具
足
相
伝
家
十
三
代
目
の
両
氏
が
受
章
。

年
（
西
暦
）

月
日

日
本
古
武
道
協
会
の
主
な
出
来
事

竹内流柔術腰廻小具足相伝家一族。竹内流柔術腰廻小具足相伝家一族。
中央右が竹内藤十郎相伝家十三代目中央右が竹内藤十郎相伝家十三代目

談笑する柳生耕一厳信柳生新陰流兵法談笑する柳生耕一厳信柳生新陰流兵法
剣術第二十二世宗家（左）、加藤紘立剣術第二十二世宗家（左）、加藤紘立
身流兵法第二十二代宗家（中央）、𠮷身流兵法第二十二代宗家（中央）、𠮷
川常隆鹿島新當流剣術第六十五代宗家川常隆鹿島新當流剣術第六十五代宗家

歓談する梶塚靖司柳生心眼流體術十一歓談する梶塚靖司柳生心眼流體術十一
世宗家（左から二人目）、早坂義文根世宗家（左から二人目）、早坂義文根
岸流手裏剣術第七代宗家（中央）、早岸流手裏剣術第七代宗家（中央）、早
坂ゆかり金硬流唐手・沖縄古武術代表坂ゆかり金硬流唐手・沖縄古武術代表

幹事（右端）幹事（右端）

記念撮影（一組目）記念撮影（一組目）記念撮影（二組目）記念撮影（二組目）

45 周年の節目を45 周年の節目を慶慶
よろこよろこ

び祝うび祝う



平
成
31
年

（
２
０
１
９
）

２
月
２
日

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
臨
席
を
賜
り
、
日
本
古
武
道
協
会
設
立
40
周
記

念
式
典
・
祝
賀
会
を
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催
。

令
和
元
年

（
２
０
１
９
）

６
月
１
日

設
立
40
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
日
本
古
武
道
協
会
四
十
年
史
』

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
巻
付
）
を
刊
行
。

令
和
２
年

（
２
０
２
０
）

12
月
17
日

令
和
２
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
に
て
、
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
が

古
武
道
流
派
と
し
て
初
の
表
彰
を
受
け
る
。

令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

２
月

第
44
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
開
催
中
止
。

令
和
４
年

（
２
０
２
２
）

２
月
６
日

「
日
本
古
武
道
演
武
大
会
」
を
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
無
観
客
で

開
催
。「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
。

令
和
５
年

（
２
０
２
３
）

7
月
、
10
月

令
和
５
年
度
の
地
域
社
会
武
道
指
導
者
研
修
会
か
ら
古
武
道
模
範
演
武

披
露
会
を
行
う
。

12
月
19
日

令
和
５
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
に
て
、
小
笠
原
流
弓
馬
術
が
古
武
道
２

流
派
目
と
な
る
表
彰
を
受
け
る
。

令
和
６
年

（
２
０
２
４
）

２
月
３
日

日
本
古
武
道
協
会
は
設
立
45
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催
。

小笠原流弓馬術が古武道 2 流派目の小笠原流弓馬術が古武道 2 流派目の
文化庁長官表彰を受章（2023 年）文化庁長官表彰を受章（2023 年）

天真正伝香取神道流剣術が古武道流派として天真正伝香取神道流剣術が古武道流派として
初の文化庁長官表彰を受章（2020 年）初の文化庁長官表彰を受章（2020 年）

日本古武道演武大会を世界へライブ配信日本古武道演武大会を世界へライブ配信
（2022 年）（2022 年）

長沼悟詮溝口派一刀流剣術代表（中長沼悟詮溝口派一刀流剣術代表（中
央）と長尾進古武道協会常任理事（右）央）と長尾進古武道協会常任理事（右）

直心影流薙刀術一同直心影流薙刀術一同 高橋厚吉諸賞流和宗家と門弟たち高橋厚吉諸賞流和宗家と門弟たち

井上恭一宗教本體楊心流柔術第十九代井上恭一宗教本體楊心流柔術第十九代
宗家（右端）と門下生たち宗家（右端）と門下生たち

乾杯の様子乾杯の様子

関口髙明無雙直傳英信流居合術第廿一関口髙明無雙直傳英信流居合術第廿一
代宗家と門下生代宗家と門下生

記念撮影（三組目）記念撮影（三組目）記念撮影（四組目）記念撮影（四組目）
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ニュース　講道館　鏡開式

 
講
道
館　
鏡
開
式

今
こ
そ
柔
道
で
日
本
に
元
気
と
感
動
を

今
こ
そ
柔
道
で
日
本
に
元
気
と
感
動
を

　

講
道
館
の
鏡
開
式
が
１
月
14
日
、
寬と
も

仁ひ
と

親
王
妃
信
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
東

京
都
文
京
区
の
講
道
館
大
道
場
で
行
わ
れ

た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
制
限
を
設
け
ず
、
約
500
名
の
柔

道
関
係
者
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

鏡
開
式
に
先
立
ち
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
黙も
く

祷と
う

が
捧

げ
ら
れ
た
。

　

式
は
午
前
10
時
に
開
会
し
、
初
め
に
福

島
美
智
男
九
段
が
講
道
館
員
代
表
賀
詞
を

述
べ
た
。

　

次
に
、
上う
え

村む
ら

春は
る

樹き

講
道
館
長
が
年
頭
挨

拶
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
よ
う
や
く

平
穏
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
元
日
に
は
能
登
半
島
を
中
心

年頭挨拶を述べる
上村春樹講道館長

乱取稽古に参加したウルフ・アロン選手

形の演技「講道館護身術」

■
形
演
技
者

◇
投
の
形
＝
取
・
南
保
徳
双
七
段
、
受
・

岩
永
憲
門
五
段

◇
固
の
形
＝
取
・
中
山
智
史
五
段
、
受
・

林
聖
治
五
段

◇
極
の
形
＝
取
・
道
場
良
久
八
段
、
受
・

向
井
幹
博
七
段

◇
柔
の
形
＝
取
・
菅
琳
華
女
子
弐
段
、
受
・

川
原
輝
子
女
子
参
段

◇
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
青
井
大
剛
六

段
、
受
・
有
川
勇
貴
六
段

◇
五
の
形
＝
取
・
眞
喜
志
慶
治
七
段
、
受
・

大
辻
広
文
七
段

◇
古
式
の
形
＝
取
・
鮫
島
元
成
八
段
、
受
・

森
脇
保
彦
八
段

と
し
た
地
震
、
１
月
２
日
に
は
羽
田
空
港

で
航
空
機
事
故
が
起
こ
り
、
心
の
痛
む
年

明
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が

社
会
に
元
気
や
感
動
を
お
送
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

柔
道
界
は
、
盛
り
沢
山
の
大
会
・
行
事
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
柔
道
を

正
し
く
普
及
・
振
興
す
る
た
め
に
、
嘉
納

治
五
郎
師
範
が
残
し
た
遺
訓
を
胸
に
、
柔

道
を
国
内
外
に
正
し
く
普
及
・
振
興
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
７
種
の
形
の
演
技
が
披
露
さ

れ
た
。
形
の
演
技
終
了
後
は
、
全
日
本
強

化
選
手
・
コ
ー
チ
と
修
行
生
と
の
乱
取
稽

古
が
少
年
部
・
成
年
部
に
分
け
て
実
施
さ

れ
、
各
部
４
名
ず
つ
の
強
化
選
手
と
多
く

の
修
行
生
が
と
も
に
汗
を
流
し
た
。

　

昇
段
発
表
証
書
授
与
で
は
、
上
村
館
長

が
各
段
位
昇
段
者
の
代
表
に
証
書
を
授

与
。
最
後
に
、
中
島
政
司
八
段
の
発
声
で

万
歳
三
唱
を
し
て
式
は
終
了
し
た
。

中島政司八段による万歳三唱

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　少林寺拳法グループ　新春行事

　

１
月

　

１
月
1414
日
、
香
川
県
多
度
津
町
に
あ
る

日
、
香
川
県
多
度
津
町
に
あ
る

金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
に
て
少
林
寺
拳
法

金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
に
て
少
林
寺
拳
法

グ
ル
ー
プ
の
新
春
行
事
が
行
わ
れ
た
。
本

グ
ル
ー
プ
の
新
春
行
事
が
行
わ
れ
た
。
本

行
事
に
は
日
本
各
地
か
ら
約

行
事
に
は
日
本
各
地
か
ら
約
900900
名
が
参
列

名
が
参
列

し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
久
し
ぶ
り
の
大
き

し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
久
し
ぶ
り
の
大
き

な
催
し
物
と
な
っ
た
。

な
催
し
物
と
な
っ
た
。

　

行
事
冒
頭
で
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島

　

行
事
冒
頭
で
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
す
べ
て
の

地
震
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
す
べ
て
の

方
に
対
し
、
参
列
者
全
員
で
、
謹
ん
で

方
に
対
し
、
参
列
者
全
員
で
、
謹
ん
で
黙黙も
く
も
く

祷祷と
う
と
う

を
捧
げ
た
。

を
捧
げ
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
代
表
を
務
め
る
宗

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
代
表
を
務
め
る
宗

昂
馬
（〈
一
財
〉
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
）

昂
馬
（〈
一
財
〉
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
）

が
年
頭
の
挨
拶
を
述
べ
、「
皆
さ
ん
、
８

が
年
頭
の
挨
拶
を
述
べ
、「
皆
さ
ん
、
８

万
６
４
０
０
秒
…
…
こ
れ
は
何
の
数
字
か

万
６
４
０
０
秒
…
…
こ
れ
は
何
の
数
字
か

わ
か
り
ま
す
か
。
こ
れ
は

わ
か
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
11
日
を
“
秒
”

日
を
“
秒
”

で
換
算
し
た
数
字
で
す
。
１
日
は
８
万
６

で
換
算
し
た
数
字
で
す
。
１
日
は
８
万
６

４
０
０
秒
も
あ
り
、

４
０
０
秒
も
あ
り
、
11
秒秒
11
秒
を
無
駄
に

秒
を
無
駄
に

少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ 

２
０
２
４４
年
新
春
行
事

過
ご
す
の
か
、
そ
れ
と
も

過
ご
す
の
か
、
そ
れ
と
も
11
秒秒
11
秒
を
し

秒
を
し

っ
か
り
使
い
切
る
の
か
。
必
死
に
生
き

っ
か
り
使
い
切
る
の
か
。
必
死
に
生
き

る
、
懸
命
に
生
き
る
こ
と
を
考
え
て
ほ
し

る
、
懸
命
に
生
き
る
こ
と
を
考
え
て
ほ
し

い
で
す
」
と
参
列
者
に
呼
び
か
け
た
。

い
で
す
」
と
参
列
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
新
春
修
練
会
は
、
少

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
新
春
修
練
会
は
、
少

年
部
約

年
部
約
150150
名
、
中
学
生
以
上
の
一
般
部
約

名
、
中
学
生
以
上
の
一
般
部
約

300300
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
場
に
分
か
れ
て
実

名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
場
に
分
か
れ
て
実

施
さ
れ
た
。

施
さ
れ
た
。

　

少
年
部
で
は
、
講
師
の
連
盟
職
員
よ

　

少
年
部
で
は
、
講
師
の
連
盟
職
員
よ

り
「
少
林
寺
拳
法
は
護
身
術
で
も
あ
る
。

り
「
少
林
寺
拳
法
は
護
身
術
で
も
あ
る
。

護
身
術
の
修
練
で
ケ
ガ
を
し
た
ら
元
も
子

護
身
術
の
修
練
で
ケ
ガ
を
し
た
ら
元
も
子

も
な
い
。
少
林
寺
拳
法
の
拳
士
で
あ
る
な

も
な
い
。
少
林
寺
拳
法
の
拳
士
で
あ
る
な

ら
ば
、
常
に
目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り

ら
ば
、
常
に
目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り

を
大
切
に
し
よ
う
。
そ
し
て
仲
間
を
大
切

を
大
切
に
し
よ
う
。
そ
し
て
仲
間
を
大
切

に
し
、
今
年
一
年
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
ろ

に
し
、
今
年
一
年
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
ろ

う
！
」
と
訓
示
し
た
。

う
！
」
と
訓
示
し
た
。

　

一
般
部
に
お
い
て
も
、
気
合
が
入
っ
た

　

一
般
部
に
お
い
て
も
、
気
合
が
入
っ
た

修
練
が
行
わ
れ
、
宗
代
表
も
道
衣
姿
で
参

修
練
が
行
わ
れ
、
宗
代
表
も
道
衣
姿
で
参

加
し
、
時
折
指
導
を
す
る
な
ど
し
て
と
も

加
し
、
時
折
指
導
を
す
る
な
ど
し
て
と
も

に
汗
を
流
し
た
。

に
汗
を
流
し
た
。

　

最
後
に
は
、
講
師
を
務
め
た
井
上
弘

　

最
後
に
は
、
講
師
を
務
め
た
井
上
弘

（〈
一
財
〉少
林
寺
拳
法
連
盟
理
事
）が
、「
こ

（〈
一
財
〉少
林
寺
拳
法
連
盟
理
事
）が
、「
こ

れ
か
ら
の
少
林
寺
拳
法
を
盛
り
立
て
て
い

れ
か
ら
の
少
林
寺
拳
法
を
盛
り
立
て
て
い

く
若
い
世
代
の
た
め
に
、
熱
意
を
も
っ
て

く
若
い
世
代
の
た
め
に
、
熱
意
を
も
っ
て

１
秒
１
秒
を
必
死
に
、
懸
命
に

１
秒
１
秒
を
必
死
に
、
懸
命
に

修練会にて、宗代表による指導修練会にて、宗代表による指導

年頭挨拶をする宗昂馬代表代表

少
林
寺
拳
法
の
掲
げ
る
幸
福
運
動
に

少
林
寺
拳
法
の
掲
げ
る
幸
福
運
動
に
邁邁ま
い
ま
い

進進し
ん
し
ん

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少
林
寺
拳

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少
林
寺
拳

法
の
理
念
を
信
じ
て
集
っ
た
仲
間
が
た
く

法
の
理
念
を
信
じ
て
集
っ
た
仲
間
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
皆
で
一
丸
と
な
っ
て
前
へ

さ
ん
い
ま
す
。
皆
で
一
丸
と
な
っ
て
前
へ

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼
び
か
け

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼
び
か
け

る
と
会
場
は
拍
手
喝
采
で
沸
い
た
。

る
と
会
場
は
拍
手
喝
采
で
沸
い
た
。

　

修
練
の
後
は
、
境
内
で
新
春
の
つ
ど
い

　

修
練
の
後
は
、
境
内
で
新
春
の
つ
ど
い

が
催
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元

が
催
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元

の
多
度
津
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ

の
多
度
津
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
多
度
津
京
極
少
林
寺
拳

ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
多
度
津
京
極
少
林
寺
拳

法
の
太
鼓
演
奏
と
演
武
が
盛
大
に
行
わ
れ

法
の
太
鼓
演
奏
と
演
武
が
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
同
つ
ど
い
で
は
飲
み
物
や
軽
食
が
ふ

た
。
同
つ
ど
い
で
は
飲
み
物
や
軽
食
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
各
々
歓
談
の
時
間
を
過
ご

る
ま
わ
れ
、
各
々
歓
談
の
時
間
を
過
ご

し
、新
春
行
事
は
盛
況
の
う
ち
に
終
え
た
。

し
、新
春
行
事
は
盛
況
の
う
ち
に
終
え
た
。

（（��

文
・
写
真
＝
一
般
財
団
法
人

文
・
写
真
＝
一
般
財
団
法
人��

少
林
寺

少
林
寺

拳
法
連
盟
）

拳
法
連
盟
）

新春修練会（少年部）新春修練会（少年部）新春修練会（一般部）新春修練会（一般部）
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ニュース　合気会　鏡開き式

 
合
気
会　

鏡
開
き
式

常
に
前
向
き
に
、
日
々
、
稽
古
に
精
進

　

合
気
会
の
本
部
道
場
鏡
開
き
式
は
１
月

14
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
本
部
道
場
で
開

催
さ
れ
た
。
今
年
の
鏡
開
き
式
は
、
４
年

ぶ
り
に
人
数
制
限
な
ど
を
設
け
ず
に
開
催

さ
れ
、
約
550
名
の
合
気
道
関
係
者
が
参
加

し
、
直な
お

会ら
い

も
行
わ
れ
た
。

　

鏡
開
き
式
に
先
立
ち
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
の
被
災
者
に
対
し
て
、
黙も
く

祷と
う

が

捧
げ
ら
れ
た
。

　

式
は
午
後
２
時
か
ら
開
催
。
初
め
に
植

芝
守も
り

央て
る

道
主
が
年
頭
の
挨
拶
に
立
ち
、「
令

催
。
直
会
で
は
多
田
宏
本
部
師
範
が
挨

拶
。
そ
の
後
、
赤
沼
二
己
男
合
気
会
理
事

が
乾
杯
を
行
っ
た
。
参
加
者
た
ち
は
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
を
深
め
た
。

年頭挨拶を述べる
植芝守央合気道道主植芝道主の奉納演武

４年ぶりに直会が開催された

植芝本部道場長が奉納演武を披露した

和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
亡
く
ら
れ
た
方

に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

４
年
ぶ
り
に
新
年
の
行
事
を
何
の
制
限

も
な
く
、
多
く
の
方
々
と
開
催
で
き
る
こ

と
を
大
変
嬉う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
行
事
が
で
き
る
の
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で

多
く
の
方
々
が
大
変
だ
っ
た
中
で
も
常
に

前
向
き
に
、
信
念
を
も
っ
て
歩
ま
れ
た
人

た
ち
に
よ
っ
て
、
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
私
ど
も
は
開
祖
の
創
始
さ
れ

た
合
気
道
を
正
し
く
承
継
し
、
社
会
が
少

し
で
も
豊
か
に
な
る
た
め
に
精
進
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
、
合
気
道
を
日
々
し
っ
か
り
と
稽
古

し
、
開
祖
の
気
持
ち
に
少
し
で
も
近
づ
こ

う
と
す
る
こ
と
で
す
。
今
年
一
年
も
し
っ

か
り
と
稽
古
に
精
進
し
て
、
前
に
向
か
っ

て
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
た
。
次
に
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員

が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
植
芝
道
主
と
植
芝
充み
つ

央て
る

本
部
道

場
長
に
よ
る
奉
納
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。

奉
納
演
武
終
了
後
、
推
薦
昇
段
者
の
発
表

と
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
植
芝
道
主
よ

り
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
直
会
が
開

心技体 人を育てる総合誌
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